

















Ineflhble torture ot il a besoin de toute la ibi,de toute la foroo surhumaine,oふil
devient elltre tous le grand lnalade,le grand crirninel,le grand lnaudit, 一一et le
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suprOme Savant! 〔.…〕 Il arrive a lりh“″燿Ц et quand,affo16,il rlnirait par
perdre rintellirn∝de sos visiorls,il los a vues! Qu'il Cttve dans sOn
bondissoment′ par les choses inoules ot innombrables : vien(lront d'autl陀s

















Jai de mes an“tres gaulois l'αD l bleu blanc, la ∞Ⅳene 6troite, ot la
maladrosse dans ia lutte。〔.¨〕
D'eux,j'ai:1'idolatrie ot l'alnour du sac五lёge;- Oh!tou  les viα)s,
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Le sang palen revient!L'Esprit est proche,pourquoi Christ ne ln'aido‐t‐il pas,
On dOnElant a mon ame n()blesse et libert6.H61as !  1'Ёvangl e a pass6!
1'Evangilo! 1'Evangilo。
eJ'attends Diou aVOC gourmandisoo Jo suis do raco ittriour de toute 6tornit6.
異教徒の血がたちかえる!精霊はちかくにいる、なぜキリストは俺をたすけてく
れないのか、俺の魂に高貴さと自由を授け。ああ! 福音は去った! 福音よ! 福音。
がつがつと神をまちつづける。俺は永遠に劣等種族のままなのだ。




















一一一―Ah!je suis tellement d61aiss6 que j'of鮨℃an'importo quelle divine image


































































想起 される。語 り手は先に歴史を遡 り自らの本質を探ったが、第 5節では、ま
ず自身の子供のころの記憶が辿 られることになる。
En∞re tlout Onfant,j'admirais le fottat intraitable sur qui se rettrmo
tO可Ours le bagne;〔.¨〕Il avait plus de lbrα〕qu'un saint,plus de bon sens qu'un











〔.¨〕一  《PtttКs,professeurs,mattres,vous vous tromI)ez en me livrant a la
justi(Ю.Je n'aijamais 6t6 do co pouple‐ci:jo n'ai jamais 6t6 chtttien;jo suis de
la raαD qui chantait dans le supplioe;jo no∞mprends pas ies loisijo n'ai pas le
sons mo「dl,je suis unc brutc:vous vous trompoz.¨ 》
Oui,j'ailos yeux brm6s a vottt lumiёroo Je suis ne“o,u  nёgroo Mais jo







































―  Le plus malin est de quitter ce∞ntinent, oi la folie Юde pour pouⅣoir



























ョンが語 られた。 しか し第6節では “思いもしなかつた"局面が展開される。
Les blancs d6barquent.Le canon!Il faut se soumettre au bapteme,s'habilloL
travaillen
Jai recu au c∝ur le ooup de la gra∝.Ah!je ne l'avais pas p贅,vu!
白人が上陸する。大砲だ !洗ネLにしたがい、服を着て、働かねばならない。
心臓に恩寵の一撃を食らつた。ああ !こんなことになるなんて !
「恩寵」は 《le∞up de graoo》「とどめの一撃」をもじつた言いまわ しで、皮
肉にも侵略兵器の一撃に重ねあわされる。服を着、働 くとい うのは、語 り手が
脱出 してきた社会の規範の象徴であろ う。彼の 「祖先か ら受け継いだ」「怠惰」
の属性は否認 される。そこか ら脱出 したと語 り手が思っていた、「良い血」の者
たちの宗教と法が、彼を圧倒 し、従わせようとするのだ。《Adieu chimёres,id6als,
erreurs.》「さらば、シメールよ、理想 よ、あやまちよ」。「シメール」は探究 さ
れた「ヴィジョン」の象徴であろう。語 り手は、最早 自らの追求 してきた「理想」
を「あやまち」として退けようとするのである。
突如 「恩寵」に浴 した彼は、 しか し、救済の船の天使たちに対 して、次のよ
うに呼びかけるのだ。
一 Deux amours!je puis mourir de ramour terКst e,moun  de dt ouement,
Irai lais“des ames dontla peine s'a∝rolLra de lnon d6part!Vous lne choisisttz
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彼らを救つてください !
《ramour terrostЮ》は天使の歌声に顕れるキリス ト教の 《ramour divin》に対






Jai dit i Dicu.Je veux la libert6 dans le salut:∞mment la l)oursuivre?I£s






《lふ‐haut》にむけた 《d6vouement》と 《1'amour d市in》とが退けられる(1う。
以下の部分ではそれぞれのフレーズがどちらの心情へのかたむきを示すのか
区別 しにくい。《bon sens》「良識」への志向も現れる。 しか し彼を「老嬢」めか
せる志向として、それはやはり退けられるべきものなのである。語り手は迷い
に陥っているのであろう。































使用テキスト:じnθ sarsar θ″α浜46己ition critique par herre Brunel,oorti,1987.
書簡にC)いては巴uИに,6ditiom do Suzanne Bernard et Andr6 Guyaux,Bordag,























(1動Margaret Da宙es,田nθ s′,san θ″θttr》ごИЛタカ″Rimわ′″4′″a■y鍵ご″ιθ」嗜θ,Minard,coll.
Archives de8 1ettros lnodernes,1975、 33p.
(1め「錯乱lJの「地獄の夫」は彼流の「慈愛」を実践し「愛Jは「造り直されるべきだJと説く。
(loガルニエ新版註釈。
(15)使用テキスト序文はこの拒否される一対に第4節末尾の一対を重ねあわせているのだが。35p.
(lo草稿ではこの部分は決定稿第4節該当部分に続く。
(17)ボードレー ルの「我と我が身を罰する者Jを思わせるような自己処罰の執行。なお使用テキ
ストの長大な序文において、プリュネル氏は、自らに試練を課すという見者理論にマゾヒズムを見、
ボードレー ルの詩篇をひきあいに出す。また、同序文およびその他の研究で、氏は『季節』プロロ
ーグに現れるサタンに、語り手の超自我を見ている。
(18)「錯乱ⅡJでは回想形式ですでに終わつたこととして語られる。
(19プロテイノスにおいて発展した宗教哲学上最重要概念の一つ。宇宙そのものの魂であり、個々
の人間もそれを分有する。中地義和『 ランボー 精霊と道化のあいだ』青土社、1996年、第二部
Ⅵを参照。
(博士課程後期課程)
